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NVセンターの電子スピン操作忠実度の改善技術

技術の詳細

NVセンターダイヤモンドは室温で量子
状態を実現できるため量子コンピュー
ティングへの応用も期待されている。

NVセンターダイヤモンドを用いた量
子ビット（Qubit）は、電子スピン準
位の 𝑚𝑠=0および 𝑚𝑠 =±1 のうち、
𝑚𝑠=0 と 𝑚𝑠=-1を用いて Qubit を構成
する。 Qubitの量子操作はマイクロ波
によって行われ、量子コンピューティ
ングの実用化のためには量子操作の忠
実度を向上させることが必要となる。

本技術は、
操作の忠実度を向上させるものである。具体的には、忠実度を99%以上に押し上げるため、電
子スピンに隣接する窒素核スピン数を1つにまとめる偏極を行う。そのために下記のような核ス
ピン偏極方法に関するものである。




